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１ 縄文の森林イメージの変化と 
 資源利用 

図１　縄文時代の四季の食べ物�

工藤雄一郎　2014　『縄文人の植物利用』 

図２　下宅部遺跡での出土樹木の比率�

能城修一・佐々木由香　2014「遺跡出土遺体からみた縄文時代の森林資源利用」	
  
『国立歴史民俗博物館研究報告』187集	


図３　風媒花粉と虫媒花粉の飛散�

風媒花	


虫媒花	


吉川昌伸　2014　「縄文人と植物の関わり−花粉からわかったこと」『縄文の植物利用』	


図４　青森県三内丸山遺跡のクリ利用�

能城修一　2014　「縄文人は森をどのように利用したのか」『縄文人の植物利用』	


図５　クリの果実の大型化�

佐々木由香　2014　「縄文人の植物利用」　右の図は吉川純子2011による　	


図６　本州の植生変遷モデル�

辻誠一郎　2009「縄文時代の植生史」『縄文時代の考古学　大地と森の中で』	


図７　ウルシの樹液採取�

東村山ふるさと歴史館　2014　『下宅部遺跡展　縄文の漆』	


１	


能城・佐々木　2014「遺跡出土遺体からみた縄文時代の森林資源利用」	


図８　下宅部遺跡の集落概念図�

縄文の森と栽培植物 



２ 縄文時代の栽培植物 

図10　シソ属－エゴマか？シソか？�

長沢宏昌 1999　「エゴマのクッキー」『山梨県考古学論集Ⅳ』　　	


山梨県花鳥山遺跡 
（縄文前期末　約6000年前）	


◯エゴマ　　休眠性を持たない	
  
　 エネルギー　５４４Kcal/100g	
  
	
  	
  	
  	
  タンパク質　　17.7g/100g	
  
	
  	
  	
  	
  脂質　　　　　　43.4g/100g	
  
　 炭水化物　　　29.4g/100g	
  
	
  
◯シソ　　休眠性を持つ	
  
	
  　 エネルギー　４１Kcal/100g	
  
	
  	
  	
  	
  タンパク質　　3.4g/100g	
  
	
  	
  	
  	
  脂質　　　　　　0.1g/100g	
  
	
  　炭水化物　　　8.9g/100g	
  
	


図11　縄文時代と現生のシソ属の大きさ比較�

エゴマが食用植物として栽培・利用	
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中山誠二　2015「中部高地における縄文時代の栽培植物と二次植生の利用」『第四紀研究』54-­‐5	


図９　圧痕分析からみた利用植物�

中山誠二　2014『日韓の穀物農耕の起源』より抜粋	


山梨県大月遺跡（後期）	


松谷暁子　1997　「大月遺跡から出土した炭化植物に
ついて」『大月遺跡』	


図13　アズキ型種子の出土例�

神奈川県　田名塩田遺跡	


縄文時代中期中葉（勝坂式期）	


図14　アズキ型の種子圧痕�

図15　アズキの起源地�

図16　ササゲ属アズキ亜属の種子変化�
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Fig.3 Size change in azukibean seeds of the Jomon period

栽培化症候群　	
  
（Domes8ca8on	
  Syndromes）	


○脱粒性・開裂性の欠如	


○休眠性の欠如	


○種子の大型化	


○ツル性から草性へ	


図12　野生植物と栽培植物の違い�

山梨県　酒呑場遺跡	
  

中山誠二　2015「中部高地における縄文時代の栽培植物と	
  
二次植生の利用」『第四紀研究』54-­‐5	


２	


友岡憲彦,	
  武藤千秋,	
  川野和昭,	
  佐藤洋一郎 　2008「焼畑のモチイネとツルアズキ	
  
－DNAから神話まで－ 」『論集　モンスーンアジアの生態史 生業の生態史』	




３ ダイズの栽培化 

インゲン連種子の各部位	


Lackey 198１	

a： ダイズ　Glycine max (L.) Merril,   
b：インゲンマメ　Phaseolus vulgaris L. 

図17　マメ科植物の同定基礎研究�

小畑弘己	
  2008	
  『マメ科種子の同定法」『極東先史古代の穀物３』を改変	


図１８　マメ科種子の形態的特徴�

図19　神奈川県勝坂遺跡�

縄文時代中期後葉	
  
連弧文土器　ca.	
  	
  4500	
  BP	


１個体の土器から、７０点圧痕	


ツルマメ２５点	
  
マメ科種子　２７点	
  
不明種　１１点　ほか	


図20　埼玉県越後山遺跡�

縄文時代中期後葉	
  
加曽利E１式　完存率　約７０％	
  

圧痕：８３ヶ所	
  
種子圧痕：６８点	
  

ダイズ属　３６点	
  
ツルマメ近似種　5点	
  
シソ属　1点	
  
不明種　8点	
  
８７％がダイズ属	


縄文時代中期中葉	
  
ca.	
  5000	
  B.P	


図21　山梨県酒呑場遺跡の栽培ダイズ�
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図22　縄文時代のダイズ属種子圧痕�

中山誠二　2014「縄文時代のダイズの栽培化と形態分化」『植生史研究』23−２	


図23　縄文時代のダイズ属種子の体積変化�
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◯縄文時代早期〜中期	
  
　ツルマメ	
  
	
  
◯中期以降、急激に大型化	
  
	
  	
  	
  
	
  
　       栽培化症候群	
  
（Domes5ca5on	
  syndromes）	
  
	
  
	
  
◯栽培型ダイズの顕在化	


中山誠二　2014「縄文時代のダイズの栽培化と形態分化」	


図24　縄文時代のダイズ属種子の形態変化�

図25　二次植生の利用と栽培�

３	


中山　2015	



